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著作権法により無断での複製，転載等は禁止されております。

まえがき 

この規格は，産業標準化法に基づき，日本産業標準調査会の審議を経て，経済産業大臣が改正した日本

産業規格である。これによって，JIS C 1517:2014 は改正され，この規格に置き換えられた。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願又は実用新案権に抵触する可能性があることに注意

を喚起する。経済産業大臣及び日本産業標準調査会は，このような特許権，出願公開後の特許出願及び実

用新案権に関わる確認について，責任はもたない。 
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振動レベル計－取引又は証明用 

Vibration level meters- 

Measuring instruments used in transaction or certification 

 
序文 

この規格は，振動レベル計が計量法の特定計量器として要求される要件のうち，構造及び性能に関わる

技術上の基準，検定の方法などを規定している。 

ただし，この規格の適合だけをもって計量法で定める検定に合格したことにはならないことに，注意が

必要である。 

1 適用範囲 

この規格は，取引又は証明用に使用される振動レベル計の構造，性能，試験方法などについて規定する。 

2 引用規格 

次に掲げる引用規格は，この規格に引用されることによって，その一部又は全部がこの規格の要求事項

を構成している。これらの引用規格のうち，西暦年を付記してあるものは，記載の年の版を適用し，その

後の改正版（追補を含む。）は適用しない。西暦年の付記がない引用規格は，その最新版（追補を含む。）

を適用する。 

JIS C 61000-4-2:2012 電磁両立性－第 4-2 部：試験及び測定技術－静電気放電イミュニティ試験 

JIS C 61000-4-3:2012 電磁両立性－第 4-3 部：試験及び測定技術－放射無線周波電磁界イミュニティ

試験 

JIS C 61000-4-6:2017 電磁両立性－第 4-6 部：試験及び測定技術－無線周波電磁界によって誘導する

伝導妨害に対するイミュニティ 

JIS C 61000-4-20:2014 電磁両立性－第 4-20 部：試験及び測定技術－TEM（横方向電磁界）導波管の

エミッション及びイミュニティ試験 

JIS C 61000-6-1:2019 電磁両立性－第 6-1 部：共通規格－住宅，商業及び軽工業環境におけるイミュ

ニティ規格 

JIS C 61000-6-2:2019 電磁両立性－第 6-2 部：共通規格－工業環境におけるイミュニティ規格 

JIS Z 8103 計測用語 

3 用語及び定義 

この規格で用いる主な用語及び定義は，次によるほか，JIS Z 8103 による。 


